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報道関係者各位  

「情報通信月間」総務大臣表彰を受賞しました 

～見守りサービス・かこがわアプリの構築、スマートシティの推進～ 

   

加古川市は、令和 4年度「情報通信月間」総務大臣表彰（団体）を受賞しました。今後、産

学民官連携の取組をさらに推進し、市民中心の課題解決型スマートシティの実現を目指します。 

 

【「情報通信月間」総務大臣表彰の概要】 

総務省では、情報通信の普及・振興を図ることを目的に、毎年 5月 15 日から 6月 15日まで

を情報通信月間とし、豊かな生活を実現する情報通信について広く国民の理解・協力を求めて

いくこととし、電波利用又は情報通信の発展に貢献した個人及び団体、デジタルコンテンツの

今後の創作活動が期待される者に対して、表彰を行っています。 

この度、加古川市の「ICTを活用した安全・安心に係るスマートシティの取組」が評価され、

6月 1日（電波の日）に、令和 4年度「情報通信月間」総務大臣表彰を受賞しました。 

 

【功績の概要】 

平成 29 年度データ利活用型スマートシティ推進事業を活用して見守りタグ検知機能を搭載

した「かこがわアプリ」を構築し、官民連携による見守りサービスを実現し、さらに令和 3年

に加古川市スマートシティ構想を策定し、市民中心の課題解決型スマートシティに取り組まれ

るなどスマートシティの普及促進及び ICT を活用したまちづくりの推進に多大な貢献をした。 



※これまでの加古川市の取組は、学識経験者、市民代表などで構成する「加古川市スマートシ

ティ推進協議会」や外部の意見を吸収する場として、産学民官の多様な主体が参画する「加

古川 ICT まちづくり協議会」との連携により取組を進めてきています。（これまでの取組に

ついては、別紙のとおり） 

 

【総務省の掲載ホームページ 】 

  https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01tsushin10_02000061.html 

 

 

 

 

■本件に関するお問い合わせ 

・加古川市企画部政策企画課スマートシティ推進担当（担当：多田、陰山、十時） 

   Tel：079-427-9373（内線 2116、2123） 

     〔加古川スマートシティ構想や今後の取組展開等について〕 

 

・綜合警備保障株式会社（ALSOK） 広報部 

Email: koho@alsok.co.jp 

〔平成 29年度データ利活用型スマートシティ推進事業等について〕 

https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01tsushin10_02000061.html


K A K O G A W A  S M A R T  C I T Y  P R O J E C T

スマートシティの推進に向けた取り組みについて
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KAKOGAWA SMART CITY PROJECT

県下最大の一級河川「加古川」が市の中央部を流れる東播磨地域の都市

加古川市について

人 口:259,298人
世 帯:108,151世帯
総面積:138.48平方キロメートル
（令和4年1月1日時点）



KAKOGAWA SMART CITY PROJECT

 多様化や凶悪化する犯罪の多発
 安全・安心は市民にとって最大の関心事のひとつ
 「加古川市に住んで良かった」と思うことができる安全・安心のまちづくりの推進

（１）犯罪の抑止
（２）事件・事故（交通事故含む）の早期解決
（３）子ども等の居場所確認による安全確保

 見守りカメラ
 平成29年度、平成30年度に小学校の通学路や

学校周辺を中心に見守りカメラを1,475台設置

 見守りサービス（官民協働事業）
 見守りカメラに同梱された見守りＢＬＥタグ検知器が

複数社のBLEタグを検知し、位置情報履歴をアプリやメールで確認
 公共施設、公用車、郵便車両にも検知器を設置

安全・安心のまちづくりに向けた取り組み

見守りカメライメージ

見守りカメラ設置場所（赤点箇所）ALSOK見守りタグ まちなかミマモルメ

見守りカメラ告知看板



KAKOGAWA SMART CITY PROJECT

 先行事業（見守りカメラ）と連携した日本初の官民連携見守りサービス導入

H29年度データ利活用型スマートシティ推進事業 【全体取組イメージ】

見守りカメラ 兼 検知器
1,475台



KAKOGAWA SMART CITY PROJECT

H29年度データ利活用型スマートシティ推進事業 【実施体制】

日建設計総合研究所

全体統括

NEC

プラットフォーム（FIWARE）

フューチャーリンクネットワーク
システムリサーチ

アプリ 等

（有識者:立命館大学、立正大学）

アドバイザー会議

走行データ
プラットフォーム ALSOK

機器調達（設置）

加古川市 日本郵便
本田技研工業

共同研究協定

日建設計シビル
（現:日建設計）

プラットフォーム・アプリWG

日建設計総合研究所

あり方検討（コンサル）WG

日建設計総合研究所

IoT機器WG



KAKOGAWA SMART CITY PROJECT

 見守り検知機能を搭載したかこがわアプリを活用した見守りサービス

H29年度データ利活用型スマートシティ推進事業 【官民連携による見守りサービス】

固定式検知器

移動式検知器

見守りBLEタグ

もうすぐ
帰ってくるわ

見守りカメラ (1,475台) 

見守り検知機能を搭載したかこがわアプリ (4,385ユーザー)
(自治体向けスマートフォンアプリ)

公用車 (265台) 郵便車両 (176台)

V2Xユニット



KAKOGAWA SMART CITY PROJECT

【事業効果】刑法犯罪認知件数の推移（H29.1～R4.2）

令和３年の刑法犯認知件数は平成２９年と比較して半減!





KAKOGAWA SMART CITY PROJECT

 加古川市のスマートシティ
 市民中心、市民のQOLを上げることを目的
 ICTの導入や都市OSを入れることではない
 市民の同意を得ながら見守りカメラを設置した

 さらなる市民サービスの向上
 市民とのエンゲージメントの強化を行う
 幸福度をベースとした指標の導入
 参加型予算編成、住民参加による計画づくり

 「オープン＆チャレンジ」を掲げ市政運営

 2020年10月15日 Code for Japan と協定を締結
 住民対話・参画を促す「DIY都市」の考えに基づいた

スマートシティ推進のための活動に関すること
 人材の育成に関すること
 データを活用した地域の課題解決に関すること 

加古川市版Decidim



KAKOGAWA SMART CITY PROJECT

 スマートシティ構想策定に利用（試行運用）
 ３ジャンル、１７項目について意見聴取
 ３月のスマートシティ構想公表に向けて、３つのフェーズを活用

• アイデア収集フェーズ（スマートシティ構想の各目標における概要に対して、意見・アイデアを収集）

• 意見収集フェーズ（アイデア収集フェーズの意見を参考に作成した構想案について意見を収集）
• パブリックコメント（１月～２月）

Decidimの活用事例 スマートシティ構想の策定 


